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第14回 熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録（平成21年12月11日) 

 

第１４回 熊本県議会新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録 

 
平成21年12月11日(金曜日) 

            午前10時８分開議 

            午前11時56分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 九州新幹線鹿児島ルートに関する件 

 ２ 高速交通体系に関する件 

 ３ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ４ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(１４人) 

        委 員 長 中 村 博 生 

        副委員長 重 村   栄 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 松 村   昭 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 竹 口 博 己 

        委  員 渡 辺 利 男 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 中 原 隆 博 

        委  員 馬 場 成 志 

        委  員 吉 田 忠 道 

        委  員  田 大 造 

        委  員 髙 木 健 次 

欠席委員(１人) 

        委  員 倉 重   剛 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 地域振興部 

         部 長 坂 本   基 

     交通対策総室長 髙 田 公 生 

    政策調整審議員兼 

   地域政策課課長補佐 能 登 哲 也 

      政策審議員兼 

 新幹線元年戦略推進室長 斉 藤 浩 幸 

      政策審議員兼 

   新幹線・並行在来線 

        対策室長 満 原 裕 治 

  商工観光労働部 

    観光交流国際課長  松 岡 岩 夫 

    くまもとブランド 

        推進課長 宮 尾 千加子 

 土木部 

部 長 松 永   卓 

首席審議員兼 

道路整備課長 西 山 隆 司 

都市計画課長 船 原 幸 信 

土木審議員兼 

新幹線都市整備室長 松 永 信 弘 

 警察本部 

交通部長 北 里 幸 則 

交通規制課長 川 述 正 芳 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

       議事課主幹 津 川 尚 美 

――――――――――――――― 

  午前10時８分開会 

○中村博生委員長 ただいまから、第14回新

幹線及び高速交通対策特別委員会を開催いた

します。 

 本日の委員会に１名の傍聴の申し込みがあ

りましたので、これを許可したいと思いま

す。 

 また、10月27日から29日まで委員会視察を

実施しましたが、参加いただきました委員、

執行部の皆さん方大変お疲れさまでございま

した。視察の成果を委員会審議に十分生かし

てまいりたいと思っておりますので、どうぞ
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よろしくお願いいたします。 

 それでは、審議に入ります。 

 まず、執行部を代表して坂本地域振興部長

から、あいさつ及び概要説明をお願いたしま

す。 

 

○坂本地域振興部長 地域振興部長の坂本で

ございます。 

 委員会開会に当たりまして、執行部を代表

いたしまして、ごあいさつ及び本委員会の付

託案件の概要について御説明申し上げます。 

 中村委員長、重村副委員長を初め委員の皆

様方におかれましては、10月下旬の管外視察

につきましては大変お世話になりました。現

地で得られました情報につきましては、今後

の事業推進にしっかり役立ててまいります。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、九州新幹線鹿児島ルートに関する

件でございます。 

 まず、新幹線建設につきまして、去る11月

20日に、国土交通省から関係県に対して、平

成22年度概算要求の説明が行われ、地方負担

額の軽減については今後の課題として認識し

ている旨の説明がありました。今後とも福岡

県、佐賀県と連携し、国に対して予算確保や

負担軽減を求めてまいります。 

 また、新合同庁舎の整備につきましては、

熊本市と連携して移転先用地を先行取得する

など、積極的に誘致に取り組んでまいりまし

たが、国の出先機関の見直しが議論されてい

る途上であることから、Ａ棟につきましては

内装工事が一時中断、Ｂ棟につきましては来

年度の概算要求が見送られました。 

 しかしながら、新合同庁舎は、熊本駅周辺

のまちづくりの核となる重要な施設でござい

ます。Ａ棟は新幹線全線開業に間に合うよう

に供用され、Ｂ棟の整備も着実に推進される

よう国に対して地域の実情を訴えてまいりま

す。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、１年余りと迫った全線開業に

向けまして、新幹線元年戦略の取り組みを進

めております。このうちＫＡＮＳＡＩ戦略の

推進につきましては、今年度は広島において

「きんさいやぁ くまもとプロジェクト」と

して重点的なＰＲ展開を実施するなど、熊本

の認知度アップを図っているところでござい

ます。 

 また、観光振興に関しまして、ＪＲ九州と

全面タイアップした観光キャンペーンを来年

３月末まで実施し、本県の魅力を広く発信し

てまいります。 

 第２に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、引き続き早期完成

が図られるよう要望活動を展開するなど、積

極的に取り組んでまいります。 

 次に、航空対策についてでございますが、

阿蘇くまもと空港の旅客需要は、夏場におい

て回復基調にございましたが、10月以降再び

下落に転じ低迷しております。特に、ソウル

線につきましては、韓国人等の外国人利用者

が昨年に比べ５割以上も減少し、非常に厳し

い状況です。 

 一方、静岡線につきましては、経済界を中

心に新たな交流の動きが本格化しつつあり、

11月の利用率は55％まで伸びてまいりまし

た。今後もこうした傾向が定着していくよう

さらに努力してまいります。 

 こうした中、来年10月に予定される羽田空

港再拡張に伴います新たな発着枠の配分作業

が凍結されるなど、国の航空政策をめぐる動

きが本県の取り組みに少なからず影響が出て

きております。今後とも阿蘇くまもと空港を

含めた地方路線の重要性を国に働きかけると

ともに、航空会社に対して阿蘇くまもと空港

のエアポートセールスを行ってまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い
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たしましたが、詳しくは総室長及び各課長か

ら説明申し上げますので、御審議のほど何と

ぞよろしくお願いいたします。 

 

○中村博生委員長 それでは、議題（１）に

ついて、執行部から事業概要の説明を受け、

その後質疑を受けたいと思います。 

 説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いしたいと思います。 

 それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いいたします。 

 

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 

 お手元の横長の資料の、新幹線及び高速交

通対策特別委員会資料に沿いまして説明させ

ていただきたいと思います。 

 なお、執行部からの説明につきましては、

前回の説明内容からの変更点を中心に説明さ

せていただきたいと思います。よろしくお願

い申し上げます。 

 まず、九州新幹線鹿児島ルートに関する件

についてでございます。 

 お手元の資料の５ページをお願いいたしま

す。 

 九州新幹線建設促進に関します平成21年度

の九州新幹線建設促進期成会等における要望

活動を記載しております。 

 11月19日には、九州新幹線促進期成会の要

望活動として、鹿児島ルートの沿線４県の副

知事などが国土交通省、あるいは民主党など

に要望を行いました。 

 また、11月24日につきましては、全国の整

備新幹線関係18都道府県の期成同盟会の要望

活動といたしまして、関係18都道府県の知

事、副知事などによりまして要望活動を行っ

ております。 

 さらに、今月１日には、並行在来線への財

政支援などにつきまして、現在並行在来線が

運行されております熊本県、鹿児島県、岩手

県、青森県、長野県に加え、新幹線の整備に

より運行在来線の運営というのが予想される

北陸あるいは北海道の道県など、11道県によ

る合同の要望活動というのを行ってまいりま

した。 

 この要望活動を行った内容としまして、国

土交通省に要望をまず行いました。国土交通

省の大臣政務官の方からは、この並行在来線

問題については重要な問題というふうにもと

らえており、時間をちょうだいして整備新幹

線の状況、それから並行在来線の上を走って

おります貨物鉄道の輸送、自治体の負担など

について検証していきたいと考えておる、そ

の過程において自治体からも意見を聞かせて

もらいたいと、そういうコメントを行ってお

るところでございます。 

 また、国土交通大臣政務官に行く前に、民

主党の幹事長室に要望を行いました。先方か

らは、この要求についてもっともな要求であ

るというふうに思っている、また国土交通省

関係の要望、さまざま今受けているところで

もあるけれども、この要望については優先順

位が高いというふうにも思っておるところで

もあり、自分たちとしてもどういったことが

できるか、例えばその制度と、制度論という

ことからどうあるべきかということについて

対応していきたいと、そういうコメントをい

ただいておるところでもございます。 

 次に、６ページ目をお願いいたします。 

 新幹線建設事業の進捗状況につきまして、

下線を引いておるところが前回の進捗率から

の変更点でございます。 

 私の方からの説明は以上でございます。 

 

○斉藤新幹線元年戦略推進室長 九州新幹線

を活用した熊本づくりでございます。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 （２）新幹線元年戦略の推進でございます

が、戦略１の２つ目及び３つ目の黒ポツでご

ざいます。 
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 10月19日に、小山薫堂氏とアドバイザー契

約締結をしまして、熊本エリアの元年事業に

ついて、小山氏のアドバイスを受けながら、

熊本市と企画概要を協議しております。ま

た、開業１年前のプレ事業については、「春

のお城まつり」の中で食と文化を一堂に集め

たイベントを開催することを、熊本市及び各

地域推進本部と協議を進めているところでご

ざいます。 

 また、九州新幹線全線開業に対する県民の

認知度向上及び気運醸成のため、小学生を対

象としました新幹線元年ＰＲポスター図案原

画を募集しました。その結果、105校から1,0

81点応募がありまして、優秀賞、特別賞及び

優良賞を選出し、11月４日に授賞式を行いま

した。 

 15ページになりますけれども、これらの作

品を活用しましてポスター及びカウントダウ

ンカレンダーを作成しました。ポスターは県

内のＪＲ主要駅などに掲示するとともに、カ

レンダーは、今現在地域政策課及び各地域振

興局で無償配布をしているところでございま

す。 

 下段のマルでございます。各地域の特色を

生かした地域づくりでございます。主なもの

を御紹介いたします。 

 まず、荒尾玉名地域では、荒玉地域の食・

祭り・文化などを四季ごとに紹介したガイド

ブック「ぐるっと満喫 あらたま日和」を作

成するとともに、「荒玉まるごとスタンプラ

リー」を今月13日まで実施をしております。 

 上益城地域では、新たな観光コース開発を

目的に、モニターツアーを11月に２回実施を

しました。募集定員である40名程度が参加し

ているところでございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 上から３つ目の黒ポツでございます。天草

では５回目となります天草謹製認定審査が行

われまして、「荒波鯛めし」などが認定を得

ました。これで16品目が認定を受けたことに

なります。 

 次に、戦略３でございます。 

 横軸交通アクセスの改善・強化としまし

て、熊本県公共交通総合案内システム運営協

議会に、システム構築改善部会が設置されま

して、来年４月の運用開始を目指し開発がス

タートしております。 

 また、ツーリズム実践化のレベルアップの

ため、農林漁家レストラン実践者等を対象者

としてレベルアップ事業を実施するととも

に、公共交通機関を組み合わせたモニターツ

アーを、県北及び県南で実施をしておりま

す。 

 さらに、定住・移住の促進としまして、大

阪で10月に「熊本県の観光と物産展」にあわ

せて、また11月には福岡市で「食アイランド

九州フードフェスティバル」にあわせまし

て、「くまもと定住・交流フェア」を開催し

まして、定住、就業・新規就農に関する相談

を実施しております。 

 説明は以上でございます。 

 

○髙田交通対策総室長 続きまして、阿蘇く

まもと空港へのアクセスの改善につきまして

説明申し上げます。 

 お手元の資料の18ページをお願いいたしま

す。 

 ＪＲ豊肥本線を活用した空港アクセスの改

善に関しまして、ＪＲ肥後大津駅と阿蘇くま

もと空港の間を結ぶシャトルバスにつきまし

て、現在早期の運行を目指して公共交通事業

者、あるいは関係機関との間で協議調整を進

めているところでございます。 

 運賃がどのようになるか、ルートはどうす

るかということについて現在調整をしておる

ところでもございますが、現時点におきまし

てまだ具体的な運行時期などについて決定し

ているわけではございません。現在調整を進

めているところでもございます。県といたし

まして、引き続き交通事業者と運行開始に向
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けた協議というものを行い、新幹線の鹿児島

ルートの全線開業時までに、この運行を何と

か実現させたいというふうに思っているとこ

ろでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 九州新幹線を活用した観光振興等について

でございます。 

 資料の27ページをお願いいたします。 

 県ロゴ・キャッチフレーズの活用促進につ

いてでございますが、10月30日から阿蘇くま

もと空港で、スザンヌ宣伝部長を活用したＰ

Ｒ看板を設置しております。「ようこそ 熊

本へ」というところをアピールしておりま

す。 

 28ページをお願いいたします。 

 ＰＲイベントの開催等についてでございま

す。 

 「きんさいやぁ くまもとプロジェクト」

ということで、広島で２カ月間、観光連盟等

と各課が連携いたしまして、観光経済交流特

区として集中してＰＲを行いました。 

 具体的には、路面電車ジャックということ

で、電車を１両、内も外もＰＲに使いました

り、マツダスタジアムでＰＲを行いました

り、後ほど詳細ございますが、テレビ局ＲＣ

Ｃという中国放送、ＴＢＳ系でございます

が、こことタイアップした露出を行いまし

た。 

 それから、ひろしまフードフェスティバル

というお城であるお祭りなんですけれども、

そこで出展をいたしまして、すぐ近くなんで

すが、テレビ局のロビーにくまもとＰＲのブ

ースを設置いたしましたり、いきなり団子の

販売ブースを設置いたしたりいたしました。 

 それに先立ちまして、知事のトップセール

スも行いまして、テレビの生出演でしたり、

広島県知事の表敬訪問、中国新聞の訪問など

を行っていただきました。 

 この間、２カ月間集中して行いましたの

で、広島県人会の方々からも、よく熊本を見

ているな、見るなというところで評価いただ

きましたり、お手紙を知事にいただいたりい

たしました。 

 29ページをお願いいたします。 

 民間における取り組みでございます。10月

の７～８日で大阪－熊本交流会における知事

のトップセールスを受けまして、大丸の奥田

社長、がんこフードサービスの小嶋会長、そ

れから関西電力の藤相談役等が熊本にお越し

いただきました。中でも大丸は、「草うし」

という大丸ブランドで上質の阿蘇の赤牛を売

っていただいておりますし、がんこフードサ

ービスは、関西で大々的に展開しておられ、

外食ビジネスの草分け的な会社でございます

ので、そういうところに熊本を見ていただい

たというところでございます。 

 それから、その次の11月１日から１カ月

間、太閤園といいまして藤田観光が経営して

いる大阪のしにせの料亭のようなものなんで

すが、ここで「火の国 熊本の恵み 球磨焼

酎フェア」を開催させていただきました。 

 以上でございます。 

 

○松岡観光交流国際課長 観光交流国際課で

ございます。 

 説明資料の31ページをお願いいたします。 

 九州新幹線全線開業準備キャンペーンの取

り組みでございます。 

 下段、下線部に記載しておりますが、女子

アナ２人が「くまもと最高ザンス観光キャン

ペーン」パンフを手に、熊本県内各地をめぐ

る１時間のテレビ番組を、九州沖縄７県で放

送いたします。 

 32ページをお願いいたします。 

 ＪＲ九州とのタイアップによりまして、大

手マスコミ等８社の招待事業を実施いたしま

した。 
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 それからまた、ＪＲ西日本とのタイアップ

で、ＪＲ京都線、神戸線、宝塚線等におきま

して39編成、273両の社内で熊本観光ＰＲ映

像を放映したほか、ＪＲ西日本発行の「旅の

アトリエ」35万部で熊本特集を掲載いたしま

した。そのほかにも、京都駅中央改札口横

に、くまもとブースを設置いたしたところで

ございます。 

 それから次、33ページをお願いいたしま

す。 

 ＲＣＣ中国放送とのタイアップによりまし

て、テレビスポットＣＭを60本放映したほ

か、ラジオパーソナリティー世良洋子さんの

同行ツアーの催行を行いまして、参加者57名

ということでございました。そのほかラジオ

生中継等も実施をいたしました。このほかＮ

ＨＫラジオ「九州・沖縄 おはよう九州」等

でキャンペーン情報を発信しました。今後も

関西圏をメインターゲットといたしました広

報宣伝を展開してまいります。 

 次に、35ページをお願いいたします。 

 国内各地へのプロモーション活動でござい

ますけども、九州観光推進機構と連携いたし

まして、東京、名古屋、大阪、福岡で大手旅

行代理店に対して開催されました2010年上期

説明会において、本県の観光素材のプレゼン

を行いました。 

 また、福岡のマスコミ、旅行会社等56社、

120名を招待いたしまして、本県観光事業者

との商談を行う福岡マーケットの開催、また

広島においても同様に広島マーケットを開催

いたしました。 

 36ページをお願いいたします。 

 九州他県と連携した観光客誘致活動の推進

でございますが、南九州広域観光ルート連絡

協議会において、ＲＳＫ山陽放送とのタイア

ップにより、「ＲＳＫ夢フェスタ２００９in

ＣＯＮＶＥＸ岡山」へ出展をいたしまして、

観光ＰＲ等を行いました。 

 また、九州横断長崎・熊本・大分広域連携

観光振興協議会におきまして、「坂本龍馬と

勝海舟が通った九州横断の旅」事業を実施い

たしました。平成22年１月からのＮＨＫ大河

ドラマ「龍馬伝」放映に伴いまして、「坂本

龍馬と勝海舟の九州での足跡を辿る」をテー

マに、各県ゆかりの温泉、食、史蹟、文化な

どの見どころを情報発信いたしました。 

 37ページをお願いいたします。 

 教育旅行の誘致ですけども、熊本県、宮崎

県、鹿児島県３県合同教育旅行関西地区誘致

セールスを、大阪、神戸、姫路で実施しまし

た。 

 それから、熊本県教育旅行受入促進協議会

として、中国地区の広島、福山、岡山、倉

敷、高松において誘致セールスを実施いたし

ました。 

 次に、ＦＤＡ（フジドリームエアライン

ズ）就航地紹介プロモーションの実施でござ

いますけれども、静岡新聞や静岡放送など静

岡地域のマスコミ12社を本県へ招待し、プレ

スツアーを実施いたしました。 

 38ページをお願いいたします。 

 （４）の五木振興プロジェクトの実施につ

いてでございます。 

 五木村ツアーの実施状況ですが、九州産交

ツーリズムにおいて９本、ＪＴＢ九州３本、

それからクラブツーリズム３本、南国交通４

本の計19本のツアーを実施いたしまして、75

3名の集客ができました。参加者のアンケー

ト結果も大変好評でございました。 

 次に、40ページをお願いいたします。 

 東アジア地域等外国から熊本に人を招く取

り組みについてでございます。 

 まず、韓国に対しましては、ソウルで開催

されました「世界灯り祭り」において観光ブ

ースを出展したほか、アシアナ航空機内誌、

これは２月号で掲載予定ですけれども、それ

の取材招聘等を実施いたしました。 

 次に、香港・台湾に対しましては、香港の

雑誌「Ｕマガジン」及び「ｎｅｅｄｓ」の取
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材招聘等を実施いたしました。 

 次に、中国でございますが、まず10月21日

から24日まで開催されました第６回中国－ア

セアン博覧会において観光ブースの出展を行

い、本県の観光についてＰＲを行いました。 

 また、10月22日及び23日には、副知事それ

から県議会訪問団によります上海旅行社現地

セールスを実施いたしました。 

 このほか、広東省旅行社招待及び北京ＴＶ

局の取材招聘などを実施いたしました。 

 次に、シンガポール・タイでございます

が、10月18日から23日まで、シンガポールに

おいて現地セールスを実施いたしておりま

す。 

 あとは、欧米につきましては、ドイツ国営

ＴＶ局の取材招聘を実施いたしております。 

 以上でございます。 

 

○斉藤新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 

 資料の42ページをお願いいたします。 

 （６）新幹線新駅（熊本・玉名）周辺整備

でございます。 

 １．計画概要の中段以降でございますが、

熊本駅東西入り口の名称をＪＲ九州で決定す

る際に、県民・市民を初めできるだけ多くの

意見を参考としてもらうために、駅出入り口

の名称を今現在募集しております。来週月曜

日、14日までが募集期間となっております。 

 45ページをお願いいたします。 

 新熊本合同庁舎でございます。黒丸の２つ

目でございます。新合庁の整備状況等でござ

いますけれども、Ａ棟は、現在本体工事が大

空間方式で施工されておりますが、内装工事

は、国の出先機関見直しが議論途上にあるこ

とから、一時中止されております。 

 Ｂ棟については、現在埋蔵文化財調査が行

われております。また、概算要求の状況でご

ざいますけれども、８月末の概算要求では、

国庫債務負担行為のために要求額０円という

ことで計上されておりましたが、10月15日の

概算要求では、Ａ棟と同じ理由で要求が見送

られています。 

 そのような状況を受けて、知事が10月に、

新合庁が計画どおり着実に整備されるよう総

務大臣と国土交通大臣に、今月には県選出国

会議員との意見交換の中で要望をしていると

ころでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○西山道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 高規格幹線道路の整備につきまして、主要

な変更点について説明いたします。 

 50ページをお願いいたします。 

 九州縦貫自動車道の現状の欄でございます

が、縦貫道は既に４車線で県内全線供用して

おりますが、現在北熊本サービスエリアにお

きましてスマートインターチェンジの設置に

ついて検討しておりまして、平成21年10月19

日に第２回勉強会を開催したところでござい

ます。 

 次に、55ページをお願いします。 

 熊本天草幹線道路等の現状の欄でございま

すが、天草市志柿町から本渡町間、いわゆる

仮称でございますけれども、本渡道路につき

ましては現在調査区間でございまして、ルー

ト選定等に向けて検討中でございます。この

検討に当たって、住民の方々から広く意見を

聞くためにＰＩ手法を導入することとしてお

りまして、平成21年11月９日に第１回委員会

を開催したところでございます。 

 56ページをお願いします。 

 建設促進活動でございますけれども、九州

横断道延岡線につきましては、11月５日に高

千穗町で熊本、宮崎両県副知事出席のもとに

地方大会を開催いたしまして、11月13日には

国土交通大臣等へ要望活動を行っておりま

す。 

 また、南九州西回り自動車道につきまして
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は、11月20日に鹿児島県知事、熊本県副知事

が出席されまして、両県選出国会議員との懇

談会を開催いたしました。 

 以上でございます。 

 

○髙田交通対策総室長 続きまして、航空路

線の利用促進についてということで説明申し

上げます。 

 お手元の資料59ページをお願いいたしま

す。 

 まず、国内線の振興についてであります。 

 現状といたしまして、平成21年度４月から

10月まででございますが、国内線の旅客数に

つきまして、昨年度の同じ期間と比較しまし

て約15万6,000人、率にして8.6％減少という

状況でございます。昨年夏からの経済悪化に

伴うビジネス客を中心とした航空需要の落ち

込みは、夏場にかけて回復の兆しが出たもの

の、10月以降再び下降し、依然として厳しい

状況が続いておるところでございます。 

 大手航空会社の21年度の中間決算も大幅な

減益となり、さらなる路線の見直しなどが進

められている状況でもございますが、特に日

本航空につきまして、阿蘇くまもと空港関係

で、来年の２月から熊本～中部線往復２便が

運休することとなって発表されたところでご

ざいます。 

 続きまして、東京線についてでございます

が、来年10月に予定されております羽田空港

の再拡張をめぐる新たな発着枠につきまし

て、私どもとしまして熊本線に割り当てられ

るよう要請を行うなど、増便実現に取り組ん

でおるところでございますが、羽田空港のハ

ブ化や空港整備勘定のあり方等、航空政策の

見直しというのが国の方で議論されている中

で、この羽田空港の発着枠に関する国の作業

というのが、現在中断されたままとなってお

るところでございます。 

 続きまして、静岡線についてでございます

が、就航以来10月までの平均利用率が43％と

いう状況でございます。特に、静岡発熊本着

の便では50％台に対しまして、熊本発静岡着

の便につきましては30％台の利用率にとどま

っているところでございます。 

 フジドリームエアラインズといたしまして

は、小松、鹿児島路線ともに低迷しておると

いうことも受け、11月の搭乗分から正規運賃

の値下げ、熊本路線についていいますと、大

人は３万8,800円から３万4,800円に値下げを

するとともに、最大５割引きとなる変動型割

引運賃制度を新たに導入するなどてこ入れを

図っており、11月の熊本線の利用率は55％ま

で回復しつつあるところでございます。熊本

県でも、静岡県及びフジドリームエアライン

ズと連携し、静岡線のＰＲや新たな交流につ

ながるビジネスマッチングなどに努めておる

ところでございます。 

 60ページ以降は阿蘇くまもと空港に関する

データということでございますが、62ページ

のところに、九州主要空港の旅客状況、福

岡、阿蘇くまもと空港、鹿児島などの平成21

年度上半期の旅客数のデータも記載しており

ます。いずれの空港におきましても、対前年

度同期と比べまして10％前後の下落という状

況が見られるところでございます。 

 また、資料の64ページをごらんになってい

ただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたフジドリームエアラ

インズの３路線の利用状況ということでござ

います。また、10月の管外視察の際にも議論

になりました熊本～静岡線につきましては、

熊本発静岡着、静岡発熊本着それぞれの動向

に分けた形で、就航以降の利用率というのを

示させていただいておるところでございま

す。直近の11月につきましては、一番下段の

ところでございますが、熊本発、静岡発それ

ぞれごらんの状況という利用率になっておる

ところでございます。 

 続きまして、66ページをお願いいたしま

す。 
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 今後の取り組みについてでございますが、

国内線の利用状況につきましては、経済の足

踏み状態が続く中で、航空需要が反転する材

料がなかなか厳しいというところでございま

す。しかしながら、引き続きこの阿蘇くまも

と空港の存在感を高めていくことは重要な課

題の一つであり、今後ともできる限り路線維

持・振興に向けた取り組みを推進してまいり

たいと思っておるところでございます。 

 なお、日本航空の路線整備に関しまして、

現時点では阿蘇くまもと空港についていえ

ば、中部線以外の路線については対象に上が

っていないところでもございますが、今後と

も経営再建の行方を注視していく必要がある

というふうに考えております。 

 また、熊本～中部線につきまして、来年２

月から全日空の往復２便のみの運行というこ

とになりますが、いずれも午後の便に偏って

いるというダイヤの状況でございます。この

ダイヤの利便性が高まるように必要な働きか

けを行ってまいりたいと考えております。 

 また、東京線については、このスロット懇

談会の中断ということに対しまして、航空会

社、あるいは九州各県とも連携して、規定方

針どおり国内線の配分を速やかに行うように

検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 次に、静岡線についてでございますが、静

岡線の利用向上については、一層のアウトバ

ウンドの対策が必要となってまいります。県

では引き続き静岡県やＦＤＡと連携して、企

業や団体などとの交流ニーズの掘り起こしに

努めてまいりたいと考えております。 

 なお、先月には、県の工業連合会が浜松の

企業との交流を始めたほか、阿蘇郡市の方々

が世界遺産の取り組みなどで静岡県の、ある

いは神奈川県の市・町を訪問するなど、新た

な交流の動きも見られておるところでもござ

います。 

 また、県民の静岡方面への旅行需要の喚起

を図る観点から、県では、県内の百貨店など

での静岡展の開催や静岡の旅行パック商品の

造成等について働きかけを行って、実現させ

ていきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

 最後に、大阪線についてでございますけれ

ども、九州新幹線の全線開業後の影響が懸念

されている大阪線につきまして、当面同じよ

うに東北新幹線の開通で、東京線についてで

ございますが、影響を受けた東北地方の空港

などの事例検討を行ってまいりたいというふ

うに考えておるところでございます。 

 続きまして、航空物流機能の強化について

でございます。 

 資料の67ページをお願いいたします。 

 現状といたしまして、航空貨物取扱量につ

きまして、本年度に入ってから足踏み状態と

いうのが続いており、本年度４月から10月ま

での取扱量につきましては、前年度比で90.2

％にとどまっておるところでございます。 

 67ページの下段、及び68ページから69ペー

ジの上段までは、航空貨物取り扱いに関する

データを記載しておるところでございます。 

 今後の取り組みといたしまして、航空貨物

輸送力の拡大、特に今東京路線についてでご

ざいますが、阿蘇くまもと空港の物流機能の

強化を図る上で重要な課題というふうに考え

ております。航空会社に対しまして、コンテ

ナ搭載が可能な機材による運行を夜間に行う

ことができるよう、引き続き働きかけてまい

りたいと考えておるところでございます。 

 続きまして、国際線の振興についてでござ

います。 

 資料の70ページをお願いいたします。 

 現状についてでございますが、ソウル線に

ついてであります。熊本～ソウル線の利用状

況につきまして、本年５月から７月のインフ

ルエンザの発生による大量のキャンセルなど

もあり、本年度10月まででございますが、こ

の利用状況につきまして、対前年度の同期と
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比べて2,800人、率にして16.1％少ないとい

う状況でございます。 

 日本人と外国人の内訳というふうに見てみ

ますと、日本人の利用者につきましては、利

用促進対策の効果もあって、前年同期と比べ

約2,100人増加となりましたが、一方で外国

人、ほとんど韓国人ということでございます

が、約５割減少しておるということでござい

ます。 

 これは阿蘇くまもと空港のみならず、九州

各空港におけるソウル線の外国人の利用者と

いうものが、おおむね２～３割の減少という

ふうになっておるところでありますととも

に、先日九州運輸局の方で発表された平成21

年の上半期、１月から６月までの九州におけ

る外国人の宿泊者数というのを見ますと、韓

国人の宿泊者数というのが対前年度同期比で

７割減少している状況でございます。 

 こうした中で、ことし８月の知事訪韓の際

に締結していただきましたソウル市の観光公

社との事業協定に基づきまして、11月の半ば

にソウルの中心部のチョンゲチョン（清渓

川）で灯（ランタン）祭りというのが開か

れ、そこに青森のねぶたや秋田の竿灯ととも

に山鹿の灯籠祭りが披露されたほか、県内の

旅行代理店から灯祭りへの参加も盛り込まれ

たツアーが造成されるなど、利用促進対策と

いうのも行っているところでございます。 

 また、国際チャーター便についてでござい

ます。本年度上半期の運行状況というものに

つきまして、全体では便数で22便ということ

でございます。 

 台湾線につきましては、５月のインフルエ

ンザや８月の大型台風の影響で、９月からの

運行開始となったところでございますが、11

月末現在で４便が運航されているというとこ

ろでございます。 

 71ページから73ページまでは、国際線に関

する熊本県あるいは九州各県の利用状況のデ

ータを記載しておるところでございます。 

 続きまして、資料の74ページをお願いいた

します。 

 今後の取り組みということについてでござ

います。 

 ソウル線につきまして、引き続き我々とし

て安定した路線継続を図るよう、全力で取り

組んでいきたいと思っておるところでござい

ます。 

 アシアナ航空につきましては、世界的な航

空需要の低迷を受け、来年度路線の見直しを

予定しているというふうにも聞いておるとこ

ろでございます。既に日本国内の路線につい

ては、韓国からの利用者が大幅に減少した旭

川の路線が先月から運休という状態になって

おります。県としましては、阿蘇くまもと空

港の国際線振興協議会を中心に、日本人の乗

客増を図るための利用促進対策に努めていく

とともに、観光部局と一体となって、ソウル

線を活用したインバウンド対策の強化拡大も

図ってまいりたいと思っております。 

 さらに、日本人の利用者の増加による利用

率の向上につながる日本人向けのダイヤの設

定につきましても、アシアナ航空に対しまし

て、粘り強く働きかけてまいりたいと考えて

おるところでございます。 

 これまで本年度行いました主なアウトバウ

ンド対策、あるいは今後予定しております対

策につきましては、その下に記載をしておる

ところでございます。 

 また、次年度に向けて、この阿蘇くまもと

空港の国際線振興協議会についての新規会員

の獲得による体制強化、あるいは財源確保に

努めながら、また韓国観光公社及びソウル観

光公社との事業提携というのも積極的に活用

し、アウトバウンド対策を図っていきたいと

思っております。 

 また、観光部局とも一体となって、インバ

ウンド対策につきましても、次年度さらに強

化を図っていきたいというふうに思っておる

ところでございます。 
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 国際チャーター便につきましては、台湾線

に関しまして、台湾交流セミナーの開催等の

交流ニーズの掘り起こしに努めながら、本年

度からこの協議会で制度化されました台湾チ

ャーター便を利用する場合の団体助成などの

利用促進対策を活用するなどして、さらなる

チャーター便の利用促進を図ってまいりたい

と考えておるところでございます。 

 続きまして、阿蘇くまもと空港の施設整備

及び活性化に向けた取り組み等についてとい

うことで、資料の77ページをお願いいたしま

す。 

 まず、現状についてでございます。 

 ３つ目のマルについてでありますが、熊本

空港ビルディングのリニューアルということ

につきまして、現在のところ年末までこの実

施設計に着手するための計画策定を行いたい

という状況でございます。 

 また、このリニューアルにあわせて、国の

方でターミナルビルの前面道路、あるいは空

港駐車場の改良等、ターミナル地域全体の改

良計画の取りまとめを進めており、今年度中

に事業設計に入るという状況でございます。 

 最後に、資料82ページをお願いいたしま

す。 

 今後の取り組みということについてでござ

いますが、先ほどの説明に対応する内容とい

たしまして、３つ目のマルについてでござい

ますが、この熊本空港ビルディングが実施す

るターミナルビルのリニューアルにあわせて

行う空港のターミナル地域の改良について、

県として空港の利便性、機能性に一層の向上

を図るという観点から、ターミナル前面道路

の混雑緩和、あるいは観光バス、レンタカー

の駐車場の確保について申し入れを行ってい

たところでございますが、その計画内容に反

映される見通しとなっており、今後ともその

着実な実現が図られるよう働きかけてまいり

たいと思っております。 

 また、これにあわせて、前の空港駐車場に

ついてでございますけれども、引き続き機械

進入道路などの管理コースの縮減等による料

金引き下げと、県への還元ということにつき

まして、引き続き強く働きかけてまいりたい

というふうに考えておるところでございま

す。説明は以上でございます。 

 

○中村博生委員長 執行部からの説明が終わ

りましたので、質疑に入りたいと思います。 

 何かありませんか。 

 

○小杉直委員 坂本部長にお尋ねしますけ

ど、45ページ、新熊本合同庁舎ですたいね。

おたくの部長説明にも、Ｂ棟の凍結、改善要

求には上がってこなかったという説明、これ

は斉藤室長からも45ページでＡ棟、Ｂ棟につ

いて説明がありましたですたいね。特に、Ｂ

棟整備の概算要求が見送られたということ

で、要望活動としてこうやってずっと挙げて

ありますね、原口総務大臣、前原国土交通大

臣、九州地方整備局長、県選出国会議員との

意見交換会、公約等を踏まえて県の執行部の

感じとしては、概算要求で見送られたけれど

も、近い将来には復活の見込みがありそうで

すか。 

 

○坂本地域振興部長 お答え申し上げます。 

 今行われております国の出先機関の見直し

の内容、この件とＡ棟、Ｂ棟という話がリン

クしておるという状態にあろうかと思ってお

ります。国の出先機関の見直しにつきまして

は、原則廃止というフレーズ以上の具体的な

進展というのは、まだ地域主権会議において

出てきておりませんが、私どもとしては大変

これは危機感を持ってとらえなければいけな

いと思っております。原則廃止という言葉の

意味は大変重いだろうと。 

 県選出国会議員の意見交換会で蒲島知事か

らも申し上げましたが、一つの案として私ど

もこれから国に提案していきたいのは、プラ
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ンＡ、理想でいいますれば、しっかりと今熊

本に出先機関があることが望ましいんです

が、プランＢといたしまして、本当に出先機

関の見直しを行っていくんであれば、例えば

広域連合というふうな考え方があるのではな

いかと。 

 例えば、農政局あるいは九州地方整備局と

いった機能につきまして、出先機関として九

州で仕事をしていただくのではなく、九州の

各県の広域連合をつくりまして、そこで従来

九州の各整備局なり農政局なりが担っていた

行政機能を担うというふうな考え方が、出先

機関の見直しの出口としてあるんじゃない

か。 

 そうであるとすれば、このＢ棟の整備につ

きまして、今やＡ棟、Ｂ棟の用地の取得につ

きまして先行的に努力した、熊本県が努力し

てきた経緯、新幹線開通に間に合わせる形

で、私どもが九州新幹線が開業する熊本駅の

にぎわいを核として考えているという実情、

こういったことを踏まえますれば、その広域

連合の担い手はこのＢ棟に入っていただくと

いうふうなことが筋ではないか。 

 こういった形で、建設的な要求もプランＢ

として申し上げていかないと、ただもとどお

りやってくれというだけではいかぬのではな

いか、そういう局面にあると思っておりま

す。広域連合の議論につきましては、先ほど

申し上げましたように、地域主権戦略会議の

中でまだ具体的に俎上にのってはおりません

が、民主党の考えていることを先取りして考

えていきますと、そういう考えが恐らく出て

くるのではないかということで、先手先手で

議論を引っ張っていくという構えでございま

す。 

 

○小杉直委員 私としては、広域連合という

言葉は、この中に入ってくるのは初めて知っ

たわけですが、国の出先機関は原則として廃

止ですから、原則の場合には必ず例外がある

わけですけんね。 

 このＢ棟については今までのいろんな経緯

がございますでしょう。これは言うまでもな

く、駅前開発の中核の施設であるし、それか

ら関連して桜馬場の開発、中心市街地の開発

の大きな影響を直接・間接に当たるわけでし

ょうが。だから、広域連合という言葉の引用

については初めて聞いたわけですが、例外措

置ということもあるわけですけん、十把一か

らげで全国一律に出先機関の原則廃止という

ことに流されることについては、熊本にとっ

ては大きな損失になるわけです。 

 委員長、ここでちょっと、よかったら、濱

田先生あたりは地元の人ですから、必要性は

十分わかっておられると思うとですたい。そ

れで、これに関して濱田委員の御意見はどう

いうものかちょっと聞いていただくなら…

…。 

 

○中村博生委員長 今のＡ棟、Ｂ棟の件で小

杉委員から質問がございましたけれども、濱

田委員からということでありますけれども。 

 

○田大造委員 基本的に民主党県連として

は、Ｂ棟もぜひ国に予定どおりつくっていた

だきたいと、これは県知事、熊本市長、県庁

職員の関係部署も、市の関係部署もそろって

陳情にきています。 

 熊本県連としてはつくるように要望はして

います。ですが、情報として、出先機関の数

を減らすと言っていますので、それが民主党

の党本部の大きな流れと。ですが、これに関

してはまだ党本部の方からは詳細がおりてき

ていません。ですが、地元としては予定どお

りつくるように働きかけています。 

 

○小杉直委員 坂本部長、濱田委員の話もあ

りましたが、この課題は超党派で取り組む問

題で、与党だ野党だという問題と違う、全員

がですね。濱田委員もあれだけおっしゃって
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いただいておるから、ひとつ一生懸命取り組

んで、必ず実現できるように頑張っていただ

くように要望しておきます。 

 

○渡辺利男委員 今のに関連して申し上げた

いと思うんですけれども、地方分権というの

は、地方六団体を初めずっと国に対して要求

してきたことであって、そして地方分権改革

推進委員会の第２次勧告では、地方出先機関

の原則廃止、職員数の削減というのを、これ

は自民党政権のときの第２次勧告で出してあ

るわけです。提言してあるわけです。 

 その方向性のレベルですよ。国の将来のた

め、熊本県の将来のために地方分権が必要だ

というのと、そういう出先機関の廃止を想定

せずに合同庁舎の移転を進めてきて、Ａ棟、

Ｂ棟という設計ができたわけですけれども、

それはＢ棟という建物を建てるために、熊本

の出先機関だけは残してくれよということが

通るのかどうか。 

 私は、レベルの高い方にあわせていくのが

本当だと思いますから、建物を建てるために

熊本の地方分権はおくらかしてくれよと言っ

ているようなもんで、これはやっぱり本末転

倒ではないかなと思いますから、私はやっぱ

り国の出先機関がどうなるのかを見きわめた

上で建物を建てていかないと、建物だけ要望

して建てておいて、結局分権改革推進委員会

の勧告どおり、出先機関は廃止ということに

なったら入るものがなくなる、こんな無駄遣

いはないですよ。 

 だから、これはしっかり出先機関がどうな

るのかを見きわめた上でいかないと、熊本駅

周辺のにぎわいは大事ですけれども、合同庁

舎だけしかないのかということを考えた場合

に、もしそれがだめになったら国に対しては

これまでの経過もあるから、駅周辺のにぎわ

いのための利活用については、いろいろ国に

対して協力を求めていくとか、あるいはほか

の民間も含めてあそこの活用ないのかとか、

そういうこともやっぱり途中で考え直さざる

を得ないのではないかなと。ただ、Ｂ棟をそ

のままつくり続けてくれよということだけで

いいのかどうか、私は疑問に思います。 

 

○小杉直委員 渡辺委員がおっしゃる意味合

いもよくわかりますけれども、Ｂ棟をつくる

だけという課題でなくて、もう既にＡ棟、Ｂ

棟が来るということで、周辺の民間活用、あ

るいは計画も大きく計画なされておられるわ

けです。しかも、１年３カ月後に新幹線が来

る、それと連動した形の駅前開発になってお

ります。 

 確かに、地方分権の流れも見きわめながら

いかぬといかぬわけですが、まあ地域主権と

か地方分権とかいう話の中では、地元の中身

をよく吟味しない、意見をいろいろ聞かない

まま原則廃止というふうな打ち出しをされた

ということも、明確といいますか、そういう

ふうな感じが強くします。 

 本会議でも言いましたけれども、熊本の実

情と現地の実情、それから今までの経過と、

そういうふうな深いところからも見ていただ

いて、そして判断していただくようにお願い

したいなというふうに思います。 

 

○濱田大造委員 渡辺委員から出された御意

見というのは重々承知しておりまして、今合

同庁舎が入っている建物自体がかなり老朽化

しているということで、新しくどうしても移

らないといけないと。月星化成さんとの経緯

とか、いろいろ詳細に陳情は民主党県連の方

に今までの概要が伝えられています。総合的

に判断して、それなら民主党県連として、こ

れはＢ棟は要らぬばいという判断には現時点

ではならないなと。なぜなら、国が明確に地

方分権の概要詳細をまだ伝えておろしてきて

いませんので、ですから今のところ、私たち

県連としては、知事、市長の要望どおり伝え

るのが筋ではないかと思っています。 
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○村上寅美委員 ちょっと今のお三方の意見

は、それぞれが目的というのは一つというこ

とで、Ａ棟、Ｂ棟入れるということですか

ら、それを推進することを多としても、政策

決定が先だから、部長が説明したように、あ

らゆる手で、小杉委員から出た自民党とか、

我が党とかという話が出ておるけど、そうい

うのは関係なく、国民の主権として、県民の

主権として議会から、それから執行部から知

事部局、議長を中心とする議会から、熊本県

としては正攻法で押すべきだと思います。 

 だから、余り肩に力を入れぬ方がいい、こ

ういうのは全体でね。委員会もそうでしょ

う、自民党とか民主党だけじゃないんだか

ら。そして、県政は県政で我々も考えて、民

主党と一体になってやるべきところはやって

いくということですから、あなたの説明をよ

り色濃く今後も続けるべきです。特に知事が

言っているようにトップセールスで、知事の

場合は非常に人脈を持っているということ

で、ひとつ要望をしておきます。答えは要り

ません。 

 43ページの現実の話として、万日山のトン

ネルはどれに該当するの、これ４番かね。 

 

○松永新幹線都市整備室長 新幹線都市整備

室です。 

 万日山のトンネルは、43ページの③、３工

区になります。 

 

○村上寅美委員 この３工区について地元か

ら、新幹線に間に合うのかというような意見

が出ているし、工事の現場でトラブルという

よりも、いろんな問題があるように聞こえて

くるけど、そういう問題は問題としても、要

するに2011年の３月にこれは間に合うんです

か。僕はちょっとおくれているような感がす

るけど、その辺どうですか。 

 

○松永新幹線都市整備室長 新幹線都市整備

室ですけども、今委員御質問ありましたよう

に、今のところ、ここにも書いていますよう

に、新幹線開業時の暫定２車線、全体計画４

車線で計画しておりますけれども、暫定２車

線の供用開始を目指して現場で鋭意努力して

いるといった状況です。 

 ただ、委員がおっしゃいましたように、市

街地内のトンネルだもんですから、やっぱり

山岳部のトンネルと違いまして、住民の皆さ

んの生活環境を守ったりとか、そういったも

のも考慮しながらやっているものですから、

なかなか厳しくなることはあります。ただ、

今のところそれを目指して頑張っているとい

った状況です。 

 以上です。 

 

○村上寅美委員 頑張っている――頑張って

いるだろうな、頑張らぬとは言われぬけん。

（笑声）ただ、現実の問題として、やっぱり

暫定２車線なら２車線通すようにしないと、

非常に混雑も出てくると思う。これは頑張っ

てちょうだい。 

 何でこがんおくれたつかい。何でこんなに

おくれた。入札が遅かったろうか。そのあた

りどうな。 

 

○松永新幹線都市整備室長 入札に関しまし

ては、昨年の９月に大体完了して契約をいた

しまして、いろいろ技術的な問題もあるんで

すけれども…… 

 

○村上寅美委員 これは設計変更もしたんだ

ろう。 

 

○松永新幹線都市整備室長 いや、工法の変

更だけですので、設計変更はいたしておりま

せん。 

 おくれた要因いろいろあるんですけれど

も、――おくれている要因あるんですけれど

も、先ほど言いましたように、市街地内のト
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ンネルということ、特に裏の方の池上地区、

軟弱地盤でありますとかいろんな問題があり

ます。そういった問題で、当然普通一般的に

はトンネルですから24時間３交代でやるんで

すけれども、なかなかそれも、夜間工事もな

かなか制限があるというところで、そういう

いろんな条件が重なって少しおくれている状

況でございます。 

 

○村上寅美委員 少しおくれているぐらい。

少し。これはぜひ間に合わせてもらいたいと

思います。よろしくお願いします。 

 それからもう１点、77ページに、熊本空港

の改修ということが、年末には本格的に実施

設計に着手すると書いてありますね。どうい

う設計か、設計説明が一度もないからわから

ないけど、今の改札口というか、あれから一

番奥まで遠過ぎる。ぜひモノレールか――健

常者はいいけど、その辺をちょっと検討して

くれ。 

 

○髙田交通対策総室長 御指摘の、空港ビル

のターミナルのリニューアルの内容というも

のにつきまして、今私どもが聞いている限り

では、まず、そもそも国内線ターミナルビル

というのが、昔の耐震基準で建設されている

ということでありますので、その耐震補強と

いうのを行います。 

 また、１階のチケットロビー、現在手荷物

検査の機器などを置いておる関係で通路が狭

くなっているということもございます。その

チケットロビーを拡張して、チケットロビー

の前面道路側に6.5メートルぐらい拡張する

ということでもございます。また、耐震補強

やチケットロビーの拡充などに伴う建物内の

レイアウトの変更についても行うと聞いてお

ります。 

 保安検査場の位置などにつきましても、ま

だビルと航空会社の間で調整を現在引き続き

進めておるところでございます。最終的にど

うなるかということについては、まだ私ども

も聞いていないところでもございます。 

 委員御指摘の点につきましても、国の方に

やるように、関係者に対しても働きかけを行

っていきたいと考えておるところでございま

す。 

 

○村上寅美委員 私が余り言葉を知らぬもん

で、動く歩道だそうです。（笑声）動く歩

道。だから、要するに簡単に流れるようにや

った方がいいんじゃないかと、要望で結構で

すから。そして一度ぐらい、実施設計に入る

前に基本設計のプランを一度ぐらい委員会に

提示したら、意見しよったね。 

 

○馬場成志委員 今室長の方から頑張ってい

くという、努力していくということは、多分

使い勝手がいい空港にするための努力をして

いくことだろうというふうに思いますが、前

回の総務委員会でも話が出ておりましたけれ

ども、動線については利用者にとって一番い

い形をやらなきゃいかぬというふうに思って

いますので、その辺しっかり見ておくよう

に。もちろん、セントレアなんか空港の規模

が全く違いますけども、あすこなんかはすべ

ての動線が動きやすい、どこに行くにも近い

というふうな形でつくってあるんだろうと思

います。 

 それとは規模が全く違いますけれども、そ

の中でも一番いい形をつくっていけるよう

に。いろいろこないだ総務委員会では出とっ

たでしょう。その辺を踏まえてしっかりとや

っていただきますようにお願いいたします。 

 

○髙田交通対策総室長 委員御指摘の件で、

私どもも関係者に対して、県民の利便性の向

上という観点から、より機能を向上させるよ

うな方法で示されるように、関係者に対して

働きかけを行っていこうと考えております。 
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○中原隆博委員 先ほどからお話があってい

ますように、新熊本合同庁舎ですね、Ａ棟に

いたしましても、外はできていても内装工事

がストップでそのままというのは、それをす

る会社・業者に対しては大変失礼なお話であ

ったと思いますので、これは途中でやめてそ

のままという状態が続けばどうなるかという

ことはわかっていることでありますので、そ

の辺は執行部も毅然とした態度でやってもら

いたいというふうに思います。 

 それと同時に、今問題になっているのが暫

定税率の廃止ですね。そういうことになって

くれば、おのずとこの熊本駅を中心とする在

来線の高架化、これもひっかかってくるわけ

です。その辺はどのように考えておられます

か。 

 

○松永土木部長 暫定税率につきましては、

昨年度から、特定財源の方から一般財源の方

へ切りかえられまして、結果としては主に道

路予算の方に回ってきておりますが、今後暫

定税率が廃止されることによって、国に入る

分と県に入ってくる分、県に入ってくる分の

交付というものを、80億近い減額が予定をさ

れております。 

 そういう意味で国費、要するに連立事業に

ついては、道路事業として都市計画課の方で

使用しておりますので、国の公共事業の国費

が減ることによる影響とか、あとは県の裏負

担分として出す分の県の一般財源が減る分、

この二つの影響が想定されます。 

 ただ、今のところ平成28年度の完成予定と

いうことで、少し中期的な対応をしておりま

すので、今後国の公共事業の予算がどうなっ

ていくのか、あるいは県の財源がどうなって

いくのかということを見きわめた上で、全体

的な連立の完成時期とか、どのような予想に

なるのかというのは、そこら辺を見きわめて

いかなければいけないという状況かと思いま

す。厳しい状況には変わりないと思います。 

 

○中原隆博委員 ただですら新幹線の全線開

業というのをよく御存じない一般県民の方

は、すべてが１年数カ月後にでき上がるよう

なイメージを持っておられる方が相当多いん

です。そういうことからさらにそれがおくれ

ると、今おっしゃったような年数が、それで

は本当に落胆の色を非常に濃くするという形

ですから、それはやっぱり全力を挙げて何と

か、先ほどおっしゃったような期限内にはで

き上がるようなことを考えてやってもらわな

ければならないというふうに思います。これ

は要望で結構でございます。 

 

○中村博生委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩中伸司委員 先ほどから議論になってお

ります駅前のＡ棟、Ｂ棟ですね、現在の庁舎

が古くなるという、現状ではそういうところ

で、どこか建てかえということも含めてある

だろうと思いますが、根本的な議論のスター

トというのは、新幹線の開業というのもこれ

は大きくあると思うんです。 

 ですから、そういうことでいけば、政策的

にはやっぱり地方分権でいかなきゃいかぬと

いうふうな流れの中で、熊本は熊本の主体性

をきちんとしていこうというふうな、そんな

政治の流れがきちんとあるわけなんで、私は

この新幹線との絡みで考えれば、福岡までわ

ずか35分です、そういう新幹線に投入した１

兆4,000億円を超えるような、そういう貴重

な財源を使った新幹線の波及効果というの

は、ある意味ではそういう行政のスリム化と

いうのも必要になってくるんじゃないか。そ

の一環で大きな枠で考えていけば、今議論に

なっているＢ棟の問題も私は消えてなくなっ

ていくような危険性、そんな状況を感じるん

ですが、そういうふうな動きにはならないで

すか、この新幹線開業を絡めて考えれば。 
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○斉藤新幹線元年戦略推進室長 新幹線全線

開業に向けた駅周辺整備ということで、これ

まで県としては非常に力を入れて、市ととも

に連携しながら誘致活動をやってきた、それ

も以前に月星化成というのがありまして、そ

こが以前の大きなにぎわいの源泉だったとい

うこともあります。それに変わるものとし

て、今回合庁というものに変わり大きな期待

があると。 

 そういう中で、やはり地方分権という大き

な流れの中ではありますけれども、駅前とい

うのが副都心というふうなものでもあるとい

うことを考えると、やはりまちづくりの核と

して必要なものであるというふうなことで、

今現在我々としては考えております。 

 そういうことで、全線開業というふうなこ

とでもあるんですけれども、一方で駅前の非

常に重要な核であるというふうな認識のも

と、やはり必要性はあるというふうに考えて

おります。 

 

○岩中伸司委員 どういう形で、行政が駅前

の開発の中心に据わるということは、私は継

続をしていかないと思うんです、やっぱり民

間ベースで駅前開発をきちんと進めていかな

ければ。もちろん、合同庁舎が来れば、そこ

に働く職員も結構多いし、にぎわいの一つの

核になるとは思うんですが、これと新幹線の

開業という問題は、私はやっぱり違う問題じ

ゃないかと思うんです。 

 これだけ莫大な投資をした新幹線ですか

ら、なおそれに輪をかけて公費を投入するよ

うなやり方での政策振興は、非常に疑問を感

じているんです。これは私の持論ですけど

も。わずかしかかからない新幹線をつくっ

て、もっと言わせてもらえば、肥後大津から

空港まで、新幹線熊本駅からアクセスを空港

までと、とんでもない話なんかも出てきてい

るし、ですから今議論になっているＢ棟の建

設問題については、やっぱり国が大局的に見

て判断していく方向が一番正しいと思うんで

す。 

 ですから、新幹線と絡めて考えていってほ

しいというふうに思います。水を差すような

ことですので……。 

 

○馬場成志委員 国が正しいかどうかはまた

別でしょうが……。（笑声） 

 

○小杉直委員 これは想像ですが、恐らく岩

中先生のお気持ちの中には、もしかすると新

幹線不要論を持っておらるっとじゃなかろう

かと思うですね。しかし、ここまで進んでき

てそれをもとに戻すということはできないで

すから、新幹線が来ることは現実ですから、

それにあわせてどうやって熊本が発展してい

くかということが、今後の前向きな大きな課

題でございますので、どうぞひとつ安心して

進めていただきますようにお願いしておきま

す。 

 

○濱田大造委員 熊本県というのは100年以

上行政のまちだと思っています。国が必要な

いからといって、それをすんなり、ああそう

ですかといっていたら、本当熊本からすべて

なくなってしまう、そういう危機感もありま

す。これは非常に微妙な問題ですが、県とし

てのスタンスはぜひ必要だというふうに、民

主党県連も今のところは判断しております。 

 

○村上寅美委員 今のところて、ずっとしと

かなんたい。（笑声） 

 

○濱田大造委員 そういう判断ですので…

…。 

 

○髙木健二委員 50ページなんですけど、サ

ービスエリア、北熊本サービスエリアと小川

ＢＳの２本のスマートインターチェンジの計

画がされておりますけれども、北熊本サービ
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スエリアについては、ここに書いてあるとお

り、21年の８月３日に地元関係市町村合同勉

強会をやったということで、その後10月19日

に第２回の勉強会を開催されております。 

 先般の新聞報道にも出ておりましたけれど

も、協議会を立ち上げていよいよ事業化に向

けた内容に入っていくというふうなことが書

いてありましたけれども、なかなか進まない

というか、やっとここまで来たかという感じ

がいたしております。 

 地域活性化のためにはどちらかのインター

チェンジ、極力県が支援をされて、なるべく

早く開業に向けてほしいという感じがいたし

ております。先般の静岡県の視察でも、富士

川サービスエリアでしたか、細川総理大臣が

静岡県で一生懸命あれは頑張ってつけたなん

ていう話も出ておりました。 

 熊本県も、この管内にスマートインターチ

ェンジというのが１本もありませんから、そ

の熊本県の一つの活性化のためにも、どちら

かが早く協議会を立ち上げて――小川の方は

協議会はできて、連結許可まで出ているとい

うことでありますけれども、特に北熊本サー

ビスエリアも関係市町、合併の関係で熊本市

とあとは合志市、この２市の協議ですから、

事は恐らく早く簡単にいくと思うんですよ。

その辺では警察との協議等も含んでおりまし

たけれども、もう少し経緯等について土木部

長にちょっとお話をしていただけるならばと

思います。 

 

○松永土木部長 熊本県内でスマートインタ

ーチェンジの設置について具体的に進んでお

るのが小川と、今委員おっしゃいました北熊

本のサービスエリアでございます。スマート

インターチェンジにつきましては、勉強会が

熊本市関係団体の中で設立されておりまし

て、課題の整理あたりを進められているとい

うことでございました。 

 また、地元の市長からも積極的な意見もい

ただいておるところでございますので、県の

かかわり方といたしましては、地元市長それ

から県で勉強会を進める中で、技術的な課題

の整理ですとか、国に対しての働きかけです

とか、できる範囲内で精力的に頑張っていき

たいと思っております。 

 

○髙木健二委員 北熊本の方は協議会です

ね、勉強会から協議会に移行するということ

ですが、２回の勉強会が終わっておりますの

で、次は協議会ぐらいの設置までいくんです

か。 

 

○松永土木部長 協議会の設立については、

具体的にどういうものが整わないと協議会に

するのかどうかというのは、私の方でまだ十

分承知しておりませんが、勉強会においてい

ろんな課題の整理、あるいは設置者、申請

者、そういうものが具体的に固まってまいり

ますと、当然協議会という形で、正式に国の

方に申請する協議会という形が見えてこよう

かと思います。そのための勉強会かと思って

おります。 

 

○髙木健二委員 県が一応このことについて

は支援をしていくという立場だろうと思うん

です。県の事業費というのはほとんど要りま

せんから、今の熊本市、合志市を――私ども

地元のことを合志市の方とは一生懸命やって

おりますし、熊本市は中原先生もおられます

けれども、この前の勉強会にも出席をしてい

ただきましたが、植木町も含んだ合併をやり

ましたから、非常にその辺での熊本市の何と

いいますか、名前を売り出すのにも、このス

マートインターチェンジというのが大きな役

割を果たすと思うんですけれども、しっかり

この辺は県の方がやっぱり旗振り役となって

支援をしてほしいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 
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○馬場成志委員 今回、今議会ででも高速道

路無料化の撤回を促す意見書の準備なんかも

していますが、高速道路無料化とかが、今の

スマートインターチェンジに影響せぬかとい

うことを若干心配しておりますが、これは高

速側もそうですし、あるいはそのスマートイ

ンターチェンジをつくるための自治体の負担

というか、そういった部分の暫定税率の廃

止、さっき話が出ておりましたけれども、い

ろんな意味で幾つかの政策が重なっていく

と、どっち側も手が出なくなってしまうかと

いう心配、その辺どうとらえておりますか。 

 

○西山道路整備課長 今高速道路の無料化と

いう話ですけれども、もともとこのスマート

インター自体がＥＴＣ利用ということでござ

いますので、もしも無料化になれば、その辺

の制度自体が新たな何か要項みたいなやつが

出て、ある程度変わっていくんじゃないかと

いうふうに思っております。 

 だから、今現在は、今ある要項自体がどの

ように変えられるのか、その辺もどういった

情報があるのかどうか、その辺も注視してい

っているところです。 

 

○馬場成志委員 地域はスマートインターチ

ェンジにとても期待をかけておられて今一生

懸命運動されておると思うんです。ですか

ら、行政としても心配する部分のことに関し

ては、伝えなきゃいかぬ部分は、心配する部

分は政治的な話ということではなくて、やっ

ぱりシステム上心配していかなきゃいかぬ部

分に、ただ一生懸命今頑張りよんなはっと

に、何か突然、そういう話が何にもならぬご

つなってはいかぬでしょうが……。 

 今から先でもまた心配する部分とか、その

辺はまたしっかりと教えていただきたいと思

うんです。今の話は余りわからぬだったです

けど、まだ答えられる部分はありますか。 

 

○西山道路整備課長 今、北熊本サービスエ

リア、先ほど出ましたけれども、そこについ

ては従来の制度に基づいて勉強会までして、

そのままいけば地区協議会に移っていって、

要するに連結許可の申請等になるんだと思っ

ております。 

 そういうのが、先ほどの話じゃありません

けれども、一応高速道路が無料化という話に

なってくれば、その辺の制度自体が変わるん

じゃなかろうかというような心配を持ってい

ます。 

 

○馬場成志委員 向こうが何かというと、今

はそこまでしか答えられぬというなら、また

聞かせていただく機会をつくらぬと、よく―

―私たちもはっきり言うたように、暫定税率

のことに関しても今後の財政状況を考えれ

ば、廃止をやめてもらうという撤回の意見書

も９月に出しましたし、また今議会では、先

ほど言うたように、高速道路無料化の問題に

ついてはまた出します、撤回するようにとい

うような趣旨の意見書を出しますが、そうい

ったことも、これは議会と行政と情報をある

程度共有しながらやっていかなければならぬ

部分、対国ということでやっていかなければ

いかぬ部分ですので、今後またいろんな情報

を教えていただくようにお願いをしておきま

す。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 

 

○村上寅美委員 １点、今渡辺先生とも話し

たんだけど、静岡便にしても、アシアナ・ソ

ウル便にしても時間帯が非常にまずい。この

辺の調整は本気で航空会社に申し入れした

の。これまでも何回か問題があったろう。 

 

○髙田交通対策総室長 まず、アシアナ・ソ

ウル線の方についてでございますが、８月に
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知事がアシアナの社長のところに行ったとき

にも、今後日本人向けのダイヤ、今の韓国を

９時50分かそこら辺のダイヤというのは、日

本人にとってみれば使い勝手が悪いので、し

かも日本人の利用というのが今６割以上伸び

ている、韓国人に比べて６割増ぐらいになっ

ているので、日本人向けのダイヤにしてほし

いということは、知事の方からも社長に対し

て要請しました。 

 しかしながら、それに対し先方の方は、今

のダイヤの利用率をさらに高めてほしいとい

うことで、そのときにおいて、わかりました

と、そのダイヤを変えるという状況までは至

らなかったわけでございます。それにつきま

しては引き続き、何とかダイヤの変更という

ことについては粘り強く働きかけていきたい

と思います。 

 また、静岡便についてでございますけれど

も、静岡便につきましてもＦＤＡの会社の方

にも話をしたところでもございます。静岡便

につきましては、現在は機材が２機しかない

という状況の中で、３路線というのもやりく

りしないといけないということでもあるの

で、どうしても静岡も拠点ということで静岡

発のダイヤということに、今の状況になって

しまうということでもございますが、ただフ

ジドリームエアラインズ自体に、機材をふや

していく計画を持っているところでもござい

ます。 

 そうした状況にあわせて、やはり我々とし

ても、我々の方から出向くに当たってのダイ

ヤ、利便性の高いダイヤと、それは時間帯も

そうですし、今現在１日１便ということもあ

りますけれども、その便数をふやすというこ

とも含めて、引き続き会社に対してお願いを

していきたいというふうに思います。 

 

○村上寅美委員 わかった。おれが聞きたい

のは要望しているということだね、両方と

も。――はい、結構です。 

 それで、もう一つは、さっき教育旅行とい

うような話もあったけど、台湾線の説明が若

干あったけど、台湾に対して宮崎がたしか８

月か９月で運休になっていると思うんです。

台湾のエバーグリーンかね、あれが。 

 だから、この前観光議連をやったときも、

３県が南九州として一つになって事を進めた

方がいいんじゃないかという意見で、これま

ではあれで、今度熊本県の大会のときほとん

どの議員の先生が出てくれたけど、そのと

き、やっぱりそういう３県の計画を推進して

いこうということになっていますから、行政

でもあっていると思うけど、どの程度かとい

うこと。 

 それの報告よりも、台湾線をとにかく、農

林漁業に対しても、逆に輸出ということが今

台湾、香港という形には、コマーシャルベー

スで団体別にやっているんです。今度牛乳も

出すでしょう。それからデコポンも出す。し

かし、これは数量的にはあれだけど、それだ

けやっぱり開発をしていこうという意気込み

が民間にある、団体にある中で、台湾線は議

員連合もないけど、ぜひひとつこの台湾、香

港というのを――だから今福岡に行ってしま

っているわけ。だから、この辺についてはど

ういう考えを持っているか。 

 

○髙田交通対策総室長 まず、台湾線の状況

の件につきまして、委員おっしゃいますとお

り、宮崎まで飛んでおりましたけれども、こ

としの９月をもってエバー航空が運休したと

いうところでございます。我々として、台湾

線の定期便というところを目指してチャータ

ー便ということから始めて、今利用者増を図

っているところでございますけれども、南九

州全体としてとらえたところでの台湾との間

の交流、そのためのキャリアというのをどう

いった形で充実させていくかについても、我

々行政同士におきましても、宮崎県、鹿児島

県とどういった形でやっていくか、また一緒
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になってより強くしてやっていくべきかどう

か、そういった方向性でもいろいろ我々とし

ても今後検討して、勉強して、何とか実現に

向けて頑張っていきたいと思っています。 

 

○村上寅美委員 最後は、その点は積極的要

望して、せっかく議連では一致したところ

で、同一政策で今後お互い南九州観光と物産

ということで協力していこうということが、

熊本の大会でこれは決定されましたから、お

願いしておきます。 

 と同時に、やっぱり台湾あたりの人は雪を

見たいということで、教育旅行は東北あたり

が非常に多いんです。ところが、大分や福岡

には既に入っているんです。大分や福岡には

やっぱり単県のコマーシャルで入っているん

です。だから、ぜひ観光連盟あたりと並行し

ながら、台湾の教育旅行というのはほとんど

やっぱり日本向けに配合されているという現

実があるのと、大分、福岡には既に入ってき

ているということの中から、それじゃ南九州

で我々もひとつスクラム組みましょうという

ような話になっていますから、その点もぜひ

――国際線の今会長だれ、協議会の。 

 

○髙田交通対策総室長 阿蘇くまもと空港に

ついては知事でございます。 

 

○村上寅美委員 知事ね。行かなんたい、知

事も一遍。その辺を要望しておきます。 

 

○濱田大造委員 73ページあたりなんですけ

ど、中国――チャイナですね、中国向けの観

光客とか、チャーター便とか、世界で今景気

がいいのは中国、インド、そのあたりだとい

われているわけですが、中国に対する戦略と

いうものをお聞かせ願いたいんです。 

 

○髙田交通対策総室長 中国向けの便につき

まして、これは中国、大陸もそれから香港も

これは含めた数字になっており、今現在香港

がかなり占めている状況でもございますが、

両方向その路線ということにつきましても、

我々として航空会社、これは中国の航空会

社、香港の航空会社ということにはなってい

きますけれども、その路線の充実ということ

について、台湾と同じような形で、引き続き

働きかけというのは会社に対しても行ってい

きたいと思います。 

 中国の方につきましても、中国の航空会社

に、今私自身も航空会社に行っているところ

でございますけれども、ビジネス需要という

ところについてしっかりと確保していく必要

があるんじゃないかという、先方からの話を

受けているところでもございます。 

 我々として、路線の充実ということについ

て、庁内関係部局ともに一体となって、何と

か実現方向に進めていきたいと思っておると

ころでございます。 

 

○渡辺利男委員 さっき村上先生のことに関

連するわけですが、ソウル便のアシアナ航空

ですけど、20年度は日本人比率が43.9％が、

ことしは４月から10月までで66％にぱーんと

はね上がったと。これは日本人が2,000人ぐ

らいふえたのと、韓国人がマイナス5,000人

ぐらい減っているという相対的な数で、率は

今回こんなにぽーんと上がったんだろうと思

いますけれども、週３便のうち例えば１便だ

けでも私どもの使い勝手がいいように、熊本

空港から朝出てあさっての夕方帰るような便

ができるとしたら、今福岡空港から乗ってい

っている人たちが、どれくらい熊本空港を利

用するだろうか、そういう想定はできません

か、何％ぐらいそれではね上がるかというよ

うなことは。相当今福岡空港に流れています

からね。 

 

○髙田交通対策総室長 申しわけございませ

ん。現時点で、具体的な数値という形でどれ
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ぐらいなっているかについて、手元に持ち合

わせているわけではございません。確かに、

ソウル便ということで見ますと、福岡空港に

ついていうならば、アシアナ航空、大韓航空

合わせて１日５便で、朝の時間帯も福岡につ

いていうと、午前中に２便、10時半と11時50

分というふうな状況でもございます。 

 そういう状況である中で、午前に福岡から

も立っていくという方がいるじゃないかと思

っておるところでもございます。そのあたり

については我々もさらに分析をして、何とか

阿蘇くまもと空港の方へ取り込んでいく、そ

のためにダイヤということについても、引き

続き会社に対して２倍増を働きかけていきた

いと思っておるところでございます。 

 

○渡辺利男委員 そういう想定の数字、なか

なか難しいだろうとは思いますけれども、そ

ういう便が週１便でも熊本からできるように

なれば、例えばその便については搭乗率60％

を県が補償しますと、最低これだけは常に乗

るものとして、乗らぬだった場合はうちが補

償しますというようなことを片手に持って交

渉でけぬもんかなと。 

 例えば、こないだ静岡空港に行ったとき、

日本航空の福岡便なんかは静岡県がそうやっ

ているでしょう、最低搭乗率を補償していた

じゃないですか。それに満たない場合は静岡

県が補償しますということで、その航空便に

来てもらっているというような状況でござい

ました。 

 例えば、来年あたりは、姉妹提携県である

忠清南道の大百済祭が、秋に大々的に400年

記念でやられる。いろんなイベントが催され

る。相当熊本県から行くと思うんですけれど

も、その際に福岡空港からばかり流れたらも

ったいないから、例えば来年１年限りでんそ

ういう試験的に、４月から１年間そういう実

験をやってみると、60％補償するから、朝行

ってあさっての夕方帰るような便を１便つく

ってくれとか、そういう交渉はでけぬもんで

しょうか。 

 

○髙田交通対策総室長 我々これまでも、搭

乗率補償という形では行ってきておりませ

ん。それは航空会社に対して直接払うという

よりも、その利用促進という実際の送客をも

図るということで、結果的にそのエアライン

の利用率というのを確保していく、そういう

観点から利用促進対策ということで、利用者

に対する支援ということでこれまで行ってき

たところでもございます。 

 どういった形で大百済祭、来年なんとか大

きなイベントがある中で、日本人の送客を図

る、あるいは向こうから人に来てもらう、そ

の結果によってエアラインのキャリアの利用

率というのを高めていくとどういったことが

考えられるかにつきまして、そこは引き続き

我々の中で具体的な内容についていろいろ検

討して、勉強していきたいというふうに思っ

ているところでございます。 

 

○渡辺利男委員 ことし２回韓国に視察にい

って、２回とも福岡空港を使ったという後ろ

めたい気持ちを持っておるもんですから、何

とか改善するためにそれくらいの手を打って

考えてくださいよ。 

 もう１点だけ済みません。並行在来線のこ

とで５ページですね。並行在来線の財政支援

等について、11道県が要望活動を行ったとい

うことが、これ12月１日、その次、２月と書

いて「ＪＲ九州等に対する利便性の高い運行

形態実現に向けた要望活動」、これは行う予

定ということで書いてあるわけですか。 

 

○髙田交通対策総室長 その方向でございま

す。 

 

○渡辺利男委員 鹿児島県も一緒ですけれど

も、肥薩おれんじ鉄道は相当赤字続きでどう
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しようもない。社長をかえたってなかなかこ

れは難しいですよ。だから、鹿児島も川内～

鹿児島間をＪＲが譲ってくれぬ限り無理だけ

ど、熊本だって、八代～熊本駅間をやっぱり

全面的に移譲してもらわぬ限り、この肥薩お

れんじ鉄道がどれだけ営業努力、頑張ったっ

て無理ですよ。だから、ＪＲ九州に対して鹿

児島県と力を合わせて、全面的に鹿児島から

熊本駅までを全部移譲してくれということ

を、相当やっぱり強くやってほしいですね。

その見込みはあるんですよ。これまでも要望

されておると思いますけれども、週１便ぐら

いでは全然話にならぬですよ。 

 

○髙田交通対策総室長 全面的に熊本～鹿児

島の間をＪＲ以外の会社、第三セクターでや

るということの見通しということについて、

ＪＲ九州についていえば、今のところそうい

う内容について考えておるというわけではな

く、見通し的言い方をすればかなり厳しいと

いう状況でございます。 

 我々として、何とかこのおれんじ鉄道の経

営改善というふうな観点から、ＪＲ九州ある

いは国に対する支援というのはしっかりと認

めて、何とか――まだなかなか大きな形に実

現、前進を図っているというわけではござい

ませんが、何としてでも粘り強く経営改善に

つながるような形のさまざまな取り組みとい

うのは、働きかけていきたいと思っておると

ころでございます。 

 

○渡辺利男委員 細川さんの時代ですかね、

整備新幹線が決まったときの条件として、並

行在来線は地方がやる、ＪＲは手を引くとい

うことだったと思うんですが、その時点から

川内～八代間という区間ははっきりしていた

んですか。その後そういうふうになったんで

すか。そういう一番初めの取り決めというの

はどうだったんですか。私は、当然並行在来

線全部、第三セクターで地方が責任を持つと

いうふうに思っておったけれども、そういう

もうかる部分については放さぬものですから

ね。 

 

○髙田交通対策総室長 もともとの最初の時

点で、どこの区間をということについては明

確に決まっていなかったと認識しておりま

す。 

 

○渡辺利男委員 それはぜひ九州新幹線が全

線開業するのをいい機会に、ＪＲ九州はそっ

ちで儲けていただいて、並行在来線は、やっ

ぱり熊本～鹿児島間は全面的に第三セクター

に任せろということを、強くやっていただき

たいと思います。 

 

○岩中伸司委員 新幹線を通すときに、今八

代～川内間は切り離すというのは決められた

区間じゃなかったんですか。私初めて聞きま

したが、その認識でいいですか。 

 

○髙田交通対策総室長 新幹線開業するのは

あくまで八代～西鹿児島、今でいう鹿児島中

央の区間でありますが、そのうちどこの区間

まで並行在来線の形、あるいはどこかの部分

をＪＲ九州が担うという具体的にわかるとこ

ろ、そこについては２年の時点という形では

明確には決まっていなかったということでご

ざいます。 

 

○岩中伸司委員 一番最初の新幹線を通すと

いう前提は、ＪＲが八代から川内間の経営を

外すということを条件に新幹線が敷かれたと

思うんですが、私の認識は間違っていたんで

すかね。 

 

○村上寅美委員 あの決定はまだだったな。

方向性としては、政策はそうだったでしょう

ね。 
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○髙田交通対策総室長 確かに、この並行在

来線に切り離すという議論はあるということ

でございますけれども、明確に、具体的にど

こかというところについては２年の、民営分

割時点では明確な形で、文書という形で決ま

っていなかったということでございます。 

 

○竹口博己委員 髙田総室長、次から次とご

めんなさい。話題がちょっと戻ってしまいま

すが、さっきの議論をお聞きしていて、素朴

なことを一つだけお尋ねしたい。 

 ソウル便ですね、――戻ってごめんなさ

い、人がふえれば便をふやすというのはアシ

アナの言い分。こっちとしては、便をふやせ

ば人はふえるという……。私もアシアナに要

望活動をしたこともあり、「鶏が先か卵が先

か」という議論でずっときている状況の中

で、人が下降傾向にあるというので、そうい

う中で便をふやすのに向こうが乗るというの

はなかなか厳しい状況にあるだろうと、そう

いう感想を持っているんです。 

 だから、熊本空港、これほど観光資源豊富

な熊本でも、高松や島根と同じ、あの空港と

同じ位置づけしかしてくれないという、それ

を我々はシビアに受けとめる必要があるだろ

うと、そう思います。 

 そこで、さっきも62ページだったですか書

いてありますけど、九州各県の空港で国際線

の利用客がありますけど、昔は熊本の場合は

長崎とか宮崎に大きく水をあけられていまし

たけど、本県の努力、執行部の皆さんの努力

だと思われますけど、大分その差は縮まりま

したけど、縮まりましたけれども例えば長崎

とは余り変わらぬです、熊本は。長崎が３万

1,000でしょう、うちが３万5,000、それから

宮崎に至っては依然として先を行かれている

という、この宮崎と熊本の差というのは何な

のかという素朴な疑問がわくんです。総室

長、もしこれを分析して、こんなことじゃな

いかというのがあったら教えていただきたい

です。 

 

○髙田交通対策総室長 私も、この利用の差

というところについての分析もうらやましい

なと思っているところでございます。まず、

現状として、長崎の路線は、長崎に入ってい

る国際線というのは、阿蘇くまもと空港と同

じようにソウル線のみということでございま

して、これは大韓航空なんですが、時には２

便になったり３便になったりという状況でも

ございます。宮崎につきましては、これは20

08年度、昨年ということでございます。この

ときはソウル線が３便、合わせて昨年６月か

らエバー航空週２便運航していたというとこ

ろでございます。 

 そういう路線数の差ということでもありま

すけれども、我々としては何とか周辺の空港

といろいろ連携しながら、各県拠点ルートと

いうのもありますので、それを生かす形で、

これから送り出す人、それから向こうから来

てもらうために利用診断を図る、またそれぞ

れに観光地における魅力の向上を図っていく

ところについて一層磨きをかけて、何とかし

てもっと多くの方を国際線に利用する、来て

もらう、行くことを頑張っていきたいと思っ

ているところでございます。 

 

○竹口博己委員 今我々はお互い苦しいよ

ね。では、鹿児島と決定的な差がある、これ

は何。 

 

○髙田交通対策総室長 まず、鹿児島空港の

昨年の状況といたしまして、ソウル線は週３

便。あわせて、そのときはまだ香港便、ある

いは上海便というのが、上海は週２便、香港

も確か２または３便運行していたということ

でもございます。 

 そういう絶対的な――絶対的ではございま

せん、路線の就航の差ということが挙げられ

るんじゃないかというふうに思っています。
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我々としてはこういう路線の充実を図ること

で、いろんな行くあるいは来てもらって対応

性が増すということもありますので、何とか

鹿児島を目指す形でもっと充実を図っていき

たいと思っているところでございます。 

 

○竹口博己委員 我々議会も執行部も、目先

のなにに取り組まなきゃいかぬかというのを

模索することからあえてお尋ねしているん

で、総室長をいじめているんじゃないんで

す。 

 鹿児島はいろんな上海、香港の便もあっ

た、便数も多いとか、そういう客観状況の違

い、徹底的な違いというのはよくわかるんで

す。わかっているんだけど、人口の面からい

っても決して熊本が負けているとは言えない

し、鹿児島県民が熊本県民よりもはるかに海

外指向型の人が多いとも言えないし、あるい

は上海とか香港とか韓国も含めた海外の人た

ちが九州を展望したときに、熊本より鹿児島

に行きたい、行きたいというふうに思ってお

るとも思えぬし、もし思っておるとしたら何

なのかに我々は着眼しなきゃいかぬし、そこ

らの分析を聞きたかったんです。 

 つまり、便が多いということは便をふやし

たということでしょう、航空会社がふやし

た。ふやすに値すると判断をした材料は何な

のかというのを見ていけば、もっと新たな知

恵も出てくるんじゃないかということでお尋

ねしたけど、まあきょうの段階では難しい

な。ありがとうございました。 

 

○山本秀久委員 今私ずっと聞いておったけ

ど、今まで熊本県のこういう利用数と比べて

比率が低いということは、私は私なりに考え

ていることは、今まで水俣病と川辺川問題だ

けの問題で、それに没頭して、対外的に目が

向いていないんだ、県自体も。いかにして熊

本県を伸ばしていくかということは、対外的

に物を見ていけば、川辺川の問題も水俣病の

問題も薄れてくるわけだ。それにばかり没頭

して、全体がその中にとじこもってしまって

いるもんだから、だから対外的に目を向ける

ような素材を持っていない。 

 これからそういうことをよく考えてやって

くれよ、それだけを要望しておきたいと思い

ます。それが原因の一つと私は思う。 

 

○中村博生委員長 今山本委員からもお話が

ありました大きな問題が多過ぎた部分でとい

うことでありますけども、今の経済状況を見

ると、観光にしろ空港、駅にしたってやっぱ

り大変厳しい時期でございます。 

 合同庁舎の問題もありますが、これは大き

くいえば、道州制を絡めて、州都は熊本にな

るんだという流れで今駅周辺のまちづくりば

しよっと思うとですよ。そういうことを考え

れば、部長が今後も続けてやっていくという

ことでありますので、その辺はよろしくお願

いしたいと思います。 

 ほかに…… 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 議題（２）閉会中の継続審査についてでご

ざいますけども、本委員会に付託の調査事件

につきましては、審査未了のため、次期定例

会まで本委員会を存続して審査する旨、議長

に申し出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 その他として、何かございませんか。 

 

○馬場成志委員 議題のところで聞けぬかな

と思って聞きませんでしたが、交通部長に一

つお尋ねしたいんですが、まだ決定はしてい

ませんが、マニフェストの中で、民主党政権

が高速道路無料化ということで、私は料金の

問題、財源の問題以外にちょっと心配してい
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ますのは、危険行為をするような車両という

のが、興味本位で高速道路の上を走るような

ことがなかろうかなというような心配をしと

るんですが、その辺何か考えというか、今ま

で議論されたことがありますか。 

 

○北里交通部長 交通部長です。高速道路無

料化に伴って、そういう道路交通上危険な者

たちが高速道路に入るのではないかという御

質問ですけれども、現在の時点でも旧車会と

いう昔の改造した車で今でも通っております

し、当然無料化になれば行動範囲も広がるで

しょうし、そういうことも十分考えてはいき

ますけれども、それについて具体的に道路交

通法を検討したことはございません。 

 

○馬場成志委員 実は、物事として大したこ

とかどうかは一人一人考え方は違うと思うで

すけど、もしもそういう状況になったときは

大変な問題になるというふうに思うんです。

だから、このことは私も人に話しとって、う

おっーと言われる方と、「そがんことはなか

ばい」と言う方とさまざまですけど、心配さ

れる方の方が、私が話しとる中では随分多い

というふうに思っています。 

 そこら辺は、今の制度の議論の中で余り議

論されておるような気がしませんので、これ

は国に対してもその辺の懸念があれば――私

は懸念がありますので申し上げていきたいと

いうふうに思っていますけれども、交通取り

締まりをされておる警察の方からも、そうい

ったことは国の方に物を言っていたただきた

いというふうにお願いをしておきます。 

 

○中村博生委員長 ほかに……。なければ本

日の…… 

 

○髙田交通対策総室長 先ほど私の説明の中

で、並行在来線に関する議論というところ

で、合意がどうだ、区間どうだということに

ついて、正確な説明をさせていただきたいと

思います。 

 先ほどの議論に出てきた合意、これは平成

２年のときの政府・与党との申し合わせとい

うことでございますが、その時点におきまし

ては、八代～西鹿児島間について認可の手続

を経て着工するということで、その時点にお

いては八代と川内の間を切り離すと、並行在

来線を違う会社の形態にすることについては

決まっていなかったという状況でございま

す。 

 その後、並行在来線につきまして平成３

年、翌年でございますけれども、その時点に

おいて八代～西鹿児島間の区間のうち、八代

～川内間についてＪＲ九州からの経営分離と

いうことになるという形でこちらも同意して

決まったと、そういう事実関係でございま

す。 

 補足させて、説明させていただきたいと思

いました。 

 

○中村博生委員長 今、説明ありましたけれ

ども、よございますね。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 それでは、本日の委員会

はこれで閉会いたします。 

  午前11時56分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

 新幹線及び高速交通対策特別委員会委員長 
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